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ように促音を含む形式は男性度が増す傾向があるとしている。中国語訳に用いられている     
「噗/pu〰〰哈哈哈哈/hahahaha」は思わず笑ってしまうことを表し、性別や年齢に関係なく
使用できる。 









（2） S11 :那你可要小心!   S2:呵呵/hehe!放心的走吧!       （『镇魂街』56話、p7） 














図 1 本研究の全体構成 
 
本研究は、序論（第 1章～第 3章）、本論（第 4章～第 8章）、結論（第 9章）の三部から
構成される（図１）。序論の第 1章では先行研究の整理に基づく問題点と研究課題を示した。
第 2章は先行研究の知見をまとめ、本研究の位置づけを述べた。第 3章は理論的枠組み、分

















































（3） a. 性質: 上品「ホホ」、.下品「へッへッへッ」、「グヒヒヒ」など 
b. 性別: 女性「ウフフ」、男性「ガハハ」、「ハ行音語基+促音の重複形」など 









（4） a. 話題展開系  
話題を開始する、発話権保持、話を切り上げるなど 
b. 応答系  
肯定的な答え、やんわり否定、消極的な回答、曖昧な返事など 










 図 2 両言語における笑いのオノマトペの役割語・談話標識機能の調査手順 
 











a. 中国語より日本語のほうが子音・母音の種類が多く、C1V1C2V2 タイプより C1V1
タイプのほうが子音・母音の種類が多い。 
b. 母音について、両言語とも母音/a/を持つ C1V1 タイプが一番多く、日本語は母音/u/
を含むものが多いが、中国語は少ない。日本語では異なる V1 と V2、中国語では














































































































第 9章 まとめと今後の課題 
日中両言語の対照研究において、役割語と談話標識としての笑いのオノマトペはあまり
取り挙げられていない現状に対して、本研究では日中・中日翻訳作品を対象としながら、日
本語と中国語における笑いのオノマトペがどのような音韻・形態・統語的な特徴を持つかを
踏まえた上で、役割語・談話標識としてどのような特徴があるかを調査した。その結果、笑
いのオノマトペにおいて、日本語はパターンが多く、主に役割語的な機能を持つが、中国語
はパターンが少なく、主に談話標識的な機能を持つことが明らかとなった。 
本研究の主な発見事項は以下のとおりである。 
 
（11）両言語のオノマトペの音韻的な特徴と役割語の機能との関わり 
a. 日本語では、様々な音を含む笑いのオノマトペを使うことで、音響効果や臨場感を
与えている。特に、オノマトペを構成する音はある特定のイメージを喚起させるた
め、同じタイプの登場人物にはある程度固定された笑いのオノマトペが用いられ
ており、登場人物の年齢、性別、性格などとある程度関連させる傾向が認められる。 
b. 中国語では、表意文字である漢字がオノマトペとして用いられるので、漢字の特性
による制限を受ける。漢字は意味も含まれるため、音だけではなく話し手の状態や
その場の状況なども表すことができる。そのため、日本語に比べて、特定の人物像
を想起させる機能が低く、同じタイプの登場人物でも、多様な笑いのオノマトペが
用いられている。 
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（12）両言語のオノマトペの形態的な特徴と談話標識の機能との関わり 
a. 日本語では、笑いのオノマトペはセリフの一部、または漫画の背景音としても、音
節数の多い反復形が多用される。音節数の多い反復形は会話文を繋ぐために用い
られると、非流暢性がある文になりやすく、会話の内容も理解しにくくなる。その
ため、音節数の少ない笑いのオノマトペや感嘆詞、文末詞などを通して、会話をス
ムーズに進行させる談話標識の機能を果たしている。 
b. 中国語では、音節数の多い反復形が漫画の背景音として使われるが、一音節語基の
反復形はセリフの一部としても多用される。そのため、話の繋がりが唐突な印象を
与えず、会話をスムーズに進行させる効果がある。また、様々な場面や、話し手と
の関係性、話題の種類により異なる談話標識の機能を担っていると言える。 
 
理論的貢献として、笑いの研究、オノマトペの研究、役割語の研究、談話標識の研究と
いう四つの面から提示した。 
 
（13）a.「笑い」の研究についての貢献 
「笑い」のコミュニケーション機能において、日中両言語のオノマトペによる
使用差を提示した。 
b. オノマトペの研究についての貢献 
日中両言語における笑いのオノマトペを比較するために役割語・談話標識とい
う理論的枠組みを用いる意義を示した。 
c. 役割語の研究についての貢献 
両言語における役割語の機能が異なる要因として、表記法が影響を与えている
ことを確認した。 
両言語のオノマトペには、ある特定の人物像を想起させる要素（「年齢」「性
別」「性格」「職業」など）に差があることを指摘した。 
d. 談話標識の研究についての貢献 
両言語の会話をスムーズに進行させる方略として、会話形式の機能（「話題展
開」機能・「応答」機能）に違いが現れることを示した。 
両言語の会話場面（「選好・非選好応答」・「FTA 場面」）において、笑いの
オノマトペの機能差を反映させた「会話進行調整モデル」を提案した。 
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以上のように、本研究は、笑いのオノマトペを役割語機能と談話標識機能の観点から捉え
る重要性を確認したうえで、それらの機能を形成する要因、用い方、効果、言語特徴を包括
的に扱った笑いのオノマトペ研究として位置づけられる。 
また、実務的な貢献として、以下の二点からオノマトペの学習と他言語への翻訳に対する
意義があることを提案した。 
 
（14）a. 日本語と中国語における笑いのオノマトペの使い方が異なること。 
b. 日中翻訳と中日翻訳では、翻訳方法に相違があること。 
 
中国人日本語学習者は両言語における笑いのオノマトペの使い方の違いを知り、オノマ
トペを構成する母音や子音、促音、撥音などの要素が関わる人物像を理解できれば、オノ
マトペの学習がより深まると言えよう。一方、翻訳者は笑いのオノマトペを翻訳する際
に、両言語の異なる言語的特徴に注意する必要がある。 
以上の研究成果は、日本語学習者の笑いのオノマトペの学習や理解などを促進させるこ
とが期待でき、日中両語オノマトペ研究の発展に資するものである。 
今後の課題として、自然談話のデータも含めて他の資料でも今回のような結果（談話標
識の機能差、翻訳方法の違いなど）が得られるのかを確認したい。また、オノマトペ語基
以外の要素は役割語の機能にどのような影響を与えているかも考察したい。 
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